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1 . はじめに 

留学生センター 1 0 5 室に学生 住 1, をスタッフとする「交流・ 相談室 

( 通称 1 0 5 . いちまるご ) 」 註 2, を設置して約 3 年が経過した。 「交流・ 相 

談室 ( 1 0 5) 」では、 夏休み、 春休み等の長期の 休暇期間を除く 前期、 後 

期の期間、 月曜日から金曜日までの 毎日、 昼休みを含む 数時間部屋を 開け、 

相談や交流にやってくる 留学生に学生のスタッフが 対応している。 

日本人学生の 留学生支援サークルや 留学生アドバイザーが 常駐する相談室 

体制はひくつかの 大学で積極的な 取り組みが見られるが、 日本人学生があ る 

部屋に毎日、 一定の時間待機して、 留学生と相談・ 交流活動を展開している 

事例はそれほど 多くはないのではないだろうか " 主 3, 。 「 1 0 5 」の、 こうし 

た特徴を考慮し、 これまでの活動記録やスタッフミーティンバの 資料、 留学 

生 利用者への聞き 取り等を参考に、 「 1 0 5 」の 3 年間の活動を 振り返ると 

ともに、 留学生支援における 1 0 5 室の活動の役割と 意味を分析し、 考察す 

る 。 注 4, 。 

2. 「交流・相談室 ( 1 0 5) 」設置の経緯 
留学生センタ 一の「交流・ 相談室 ( 1 0 5) 」は、 全学の覚国人留学生支 

援体制整備の 一環として、 また留学生の 日頃 のニーズに応えることを 目的と 

して、 2001 年 12 月に留学生センタ 一の 1 階 1 0 5 号室に設けたものであ る。 

2001 年度の「覚国人留学生委員会 ( 現 国際交流委員会 ) 」では、 精神的に 

深刻な状況に 陥る留学生に 対して、 より早期からのケアが 必要なことが 問題 

提起され、 委員会内にワーキンググループを 設け、 メンタルヘルスの 面だけ 

でなく全般的な 相談体制の強化を 視野にいれた 留学生支援体制の 検討を進め 

ていた 柱 5, 。 本稿の共著者であ る留学生センタ 一の 2 名の教員は、 当時 ワ 
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一 キンググループのメンバ 一であ り、 ワーキンググループでの 議論を契機に、 

留学生が深刻な 問題状況に陥る 前に、 気軽に相談に 立ち寄れる場をつくるこ 

とが大切であ ると考え、 留学生センタ 一内に学生をスタッフとする「交流・ 

相談室」の設置を 提案することにした。 留学生センタ 一の教員会議に 諮り了 

承を得て、 まずは試験的にその 年の 12 月 よ り毎日一定の 時間部屋を開け、 活 

動を開始した。 

こうした「交流・ 相談室」の必要性は、 上記ワーキンググループで 議論さ 

れる以前から、 日頃 、 日本語のクラス 等で留学生と 接する中で感じていたこ 

とであ った。 習った日本語で 日本人学生と 話してみたい、 日本人学生と 友達 

になりたいなど、 日本人学生との 交流を望む留学生の 声をしばしば 聞いてい 

たし、 また、 日本に来て日の 浅い留学生は、 生活の上でも、 助言や手助けを 

必要としている 場合が多いことも、 日本語クラスでの、 そうした留学生との 

やりとりからうかがえたからであ る。 

日本の大学で 勉強しているからといって 、 必ずしも日本人との 交流の機会 

が 自然と生まれるわけではない。 国立大学に設けられているチューター 制度 

はこうした留学生のニーズに 応、 えようとする 制度であ るといえるが、 実際の 

ところ十分機能しているといえない 面もあ る。 チューターと 留学生とのマッ 

チングの問題もあ るし、 チユーターが 留学生のケアを 一身にひきうけられる 

ものでもない。 大学院進学双予備教育研修生等、 来日直後であ ってもチュー 

タ一 がつけられない 留学生たちもいる。 

また、 異文化交流を 求めているのは、 留学生の側だけではない。 学内には、 

留学生との交流を 望んで い る日本人学生も 少なからず存在している。 著者の 

ひとり ( 門倉 ) が担当している 教養教育科目「異文化間コミュニケーション 

論」の受講を 希望する日本人学生の 多くは、 国際都市横浜に 位置する横浜国 

正大学の教育 や キャンパスに、 異文化交流の 空気を感知して 憧れをもってい 

たことをレポート 等で述懐している ( 注 6) 。 実際に、 横浜国立大学は、 留学 

生の日本人学生に 対する比率という 点で、 全国大学の中でもトップクラスの 

高さを誇っているが、 単に数字的にだけでなく、 実質的に留学生と 日本人学 

生の異文化交流が 十分に展開されているかという 点では心もとない 面があ 

る。 

そこで、 日本人学生との 交流を求める 留学生と、 留学生との交流を 求める 

日本人学生を 出会わせることによって、 留学生をケア し 、 サポートするく 場， 
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としたいという 発想におよび、 日本人学生をスタッフとした「交流・ 相談室」 

設置の構想となった。 

3. 学生スタッフの 確保 
「交流・相談室」設置のためには、 日本人学生スタッフをどうやって 確保 

するかがひとつの 問題であ った。 留学生センタ 一では、 この時期、 日本人学 

生の出入りがほとんどなく、 かれらとの接触が 限られていたからであ る。 そ 

こでまず、 短期交換留学後、 留学生の見学旅行にチューターとして 参加して 

いた日本語教育専攻の 大学院生に「交流・ 相談室」の設置構想を 話したとこ 

ろ、 彼女自身が協力を 申し出てくれるとともに、 短期交換留学の 仲間や大学 

院生の友人たちへ 声をかけてくれることとなった。 また、 上述の留学生支援 

検討ワーキンググループ 委員の方々からも、 部局での留学生チュータ 一等に 

声をかけて頂いた。 こうした働きかけによって、 協力者が何人か 集まり、 そ 

の後 1 0 5 の立ち上げの 推進力となってくれた 学生に出会うこともできた。 

実際の運営としては、 1 日 2 時間昼休みを 挟む 11 時半から 1 時半までを開 

室時間として、 学生スタッフは 1 日 2 人が 1 時間半ずつ (11 時半から 1 時ま 

でと、 12 時から 1 時半まで ) を担当し、 昼休みの 1 時間は 2 人とも部屋にい 

るようにローテーションを 組んだ。 留学生セシ タ 一のロビ一で 活動していた 

非常勤 ( 週 1 回 ) の心理カウンセラ 一にも 1 0 5 を活動の拠点としてもらう 

ことにし、 カウンセラーが 在室する時間 ( 毎月曜日 9:30 ～ 4:30) も部屋を開 

けることになった。 学生を確保できなかった 時間帯には、 留学生支援検討ワ 

ーキンググループのメンバー 有志の教員の 方々にもスタッフを 引き受けて 頂 

いてのスタートであ った。 就職活動中の 学生もいて、 学生スタッフをコンス 

タントに確保することは 容易ではなかったが、 周りの協力のもと、 なんとか 

運営していけるめどもたった。 学生の 口 コミでスタッフ 候補も増え、 2002 年 

度 4 月から、 開室時間を 3 時間に延長し、 本格的に「交流・ 相談室 (1 0 5) 」 
を運営していくことになった。 学生スタッフへの 謝金も若干確保することが 

できた。 

当初は留学生の 相談相手として 大学院生を中心に 10 名の日本人学生をスタ 

ッフとして確保し、 ローテーションを 組んで、 1 0 5 室に待機してもらう 升 f 

の 交流・相談活動を 想定していた。 しかし、 実際ふたを開けてみると、 昼休 

みにはふたりのスタッフだけでは 対応することができない 数の留学生が 部屋 
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を 訪れ、 また、 ローテーションには 授業の都合等で 入れないが、 昼休みやほ 

かの時間帯には 活動に関わりたいという 日本人学生も 出てきた。 ボラシティ 

ア学生を巻き 込みつつ、 1 0 5 の運営を行っていくことになり、 ゆるやかに 

結びついたボランティアバループが 形作られた。 交流イベントの 実施にも積 

極的に取り組んでもらうこととなった。 

集まった学生は 学年も専攻もバラバラだったが、 立ち上げの時期に 活動の 

中心となってくれたのは、 学部の 4 年生であ った。 その後、 全体としては、 

若い学部学生が、 上級生の活動を 引き継ぐような 流れで、 1 0 5 の活動が継 

続 されている。 現在では、 学部の 3 年生と 2 年生が活動の 担い手の中心とな 

っているが、 大学院生や学部留学生、 短期交換留学後に 1 0 5 に復帰し活躍 

している 4 年生もいる。 1 0 5 活動に集 う 学生の中には 留学を予定している 

学生も少なくない。 学生スタッフが 途中で留学のために 抜けてしまうのは 

1 0 5 にとっては痛手であ るが、 自ら留学体験を 積んだ学生がまたスタッフ 

として活躍してくれるのであ れば、 歓迎すべき状況であ るかもしれない。 

いずれにしても 学生であ る以上、 同じメンバーが 1 0 5 にずっと留まって 

いられるわけではないので、 新人のスタッフの 確保も重要な 事柄となる。 

2003 年度から新入生に 1 0 5 の活動を紹介する ち らしを配布、 2004 年度には、 

学生たちの手によって、 新入生向けに 説明会も行われた。 学生スタッフとし 

て活動する意思のあ る新人の学生に 対しては、 生活指導部門教員が 個々の 学 

生 と面談し、 オリ ェ ンテーションを 行っている。 

現在、 リストに名双を 連ねている学生スタッフは 40 人から 50 人であ るが、 

彼らが常時、 稼働できるわけではない。 このうち 20 人程度の学生が 互いに ス 

ケジュールを 調整しながら、 活動を行っている。 円滑な運営が 行われるよう、 

生活指導部門の 教員は学生と 密にコミュニケーションをとるよう 心がけてい 

るが、 現在留学生センタ 一の 他 部門 ( 日本語教育部門と 短期留学部門 ) の教 

員の一部がオフィスアワーを 1 0 5 で過ごし、 1 0 5 スタッフと教員との 連 

携もさらに深まっている。 また、 2004 年度からは、 住宅情報収集等を 担当す 

る 非常勤職員が 週 2 日 1 0 5 に在室する ょ うになり、 住宅関連についての 相 

談に対応している。 
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4.  1 0 5 の運営・組織・ 設備等 
4 一 1  1 0 5 の運営 

1 0 5 の立ち上げ後 1 年ほどは、 生活指導部門教員 ( 藤井 ) の主導で、 学 

生 スタッフのリーダーと 相談しつつ 1 0 5 の運営を行った。 現在は、 学生の 

自治的側面が 強まり、 留学生センタ 一生活指導部門の 指導のもと、 学生にそ 

の 運営を委ねている 組織ということができるかと 思う。 学生達は各学期に 一 

度スタートアップ・ミーティンバ ( 総会 ) を行う。 その学期の活動報告を 行 

い、 1 0 5 のあ り方や活動全般についての 確認、 各業務担当者の 決定、 新入 

留学生の受け 入れの準備、 学生スタッフのシフト 作成、 新人生のリクルート 

計画、 イベントの実施計画、 広報活動の計画などについて 話し合いな行 う 。 

生活指導部門の 教員はこれらについて 報告や相談を 受け、 必要に応じて 助言 

する。 学期が始まると 同時に毎日の 相言 炎 活動を開始する。 学期期間中は 曜日 

を決め、 昼休みにウィークリーミーティンバを 行い、 連絡事項の確認やその 

ときどきの問題について 話し合い、 その結果はメーリングリスト (ML) に 

流し、 欠席者を含む 全員 ( スタッフ、 教員 他 ) が共有する。 日々の連絡 や 、 

イベントの連絡・ 報告、 意見交換、 情報交換は ML でも行う。 現在パソコン 

の ML と携帯電話 ML の 2 つが使われている。 教員との連絡、 相談等はいつで 

自 も 由に 4 テ ラ 。 
1 0 5 室の鍵の管理は 生活指導部門の 教員 2 名 ( 藤井・門倉 ) が行って い 

る 。 担当の学生は 部屋を開けるときに 担当教員のところへ 鍵をとりに行き、 

部屋を閉めるときに 鍵を返却に行く。 鍵のやりとりは 煩わしくもあ るが、 学 

生と教員が顔をあ わせ、 コニ ュ ニケーションをとる 場にもなる。 教員は 、 活 

動 内容については、 ML や 、 学生からの報告や 相談で把握する。 また教員か 

らの連絡も ML を活用するほか、 毎週のミーティンバを 通じても行う。 必要 

に 応、 じて個々のスタッフとも 連絡をとっている。 

4 一 2  1 0 5 の組織 

大まかなところでは、 以下のような 組織 図 ができている。 各分野のへ ッド 

を 決めていた時期もあ るが、 現在はそれぞれの 分野の下位の 項目の仕事に 対 

して、 それぞれ担当者を 決め、 活動が行われている。 

01 0 5 代表者 ( 室長 ) :  全体のまとめ 役 、 教員との連絡 
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0 人事 :  シフト管理、 ML 管理、 名簿作成、 新規スタッフの 募集 

0 管理 :  1 0 5 の備品・図書・ 写真の管理 

0 広報 :  ホームページ 管理、 1 0 5 案内、 ニュースレタ 一作成、 資金管理 他 

0 会計 :  会計報告 

0 情報 :  情報の管理、 掲示板管理、 アンケート実施 

0 イベント :  イベントの企画・ 実施・報告 

学生の参加が 流動的なため、 1 0 5 をきちんと組織化するのは 難しい面が 

あ るようだ。 組織 図 を描いて担当者をはりつけただけでは、 うまくいかない 

こともわかってきた。 これまでの経験から 判断すると、 1 0 5 がうまく機能 

するかどうかは 学生個々の意識や 力量にかかっており、 ど う すれば 1 0 5 が 

留学生にとって 魅力あ るところとなりうるのかを 主体的に考え、 プランを描 

き、 実行できる学生スタッフを 育成できるかどうかがポイントであ ると思わ 

れる。 

4 一 3  1 0 5 室の設備等 

現在 1 0 5 には、 以下のものが 備わっている。 本棚 3 、 蔵 書数十冊、 机 3 、 
"' 。 1" キ 

いす約 2 0 、 パソコン 4 、 プリンタ 1 、 電話、 収納庫 2 、 ラジカセ、 冷蔵 庫、 

調理器 ( 電気炊飯器 20 合炊き、 電気ポット、 電気調理器 ) 、 ビデオ、 カメラ、 

その他。 

これらは、 留学生センタ 一の建物ができた 当時、 図書室として 設けられた 

1 0 5 室の備品をそのまま 受け継いだもの、 学生が調達してきたもの、 2002 

年度に学長裁量経費を 得て購入したものであ る。 パソコンのうち 3 台は学内 

の総合情報処理センタ 一管理下のもので、 データの保存はできない。 図書は 、 

日本語のテキスト、 日本文化紹介 書 、 地図、 旅行案内書、 各国語辞書、 各国 

語入門書、 日本語学習雑誌等があ る。 一部は貸し出しを 行っている。 これら 

は、 留学生が直接利用するほか、 おしゃべりの 題材等としても 利用できる。 

図書については、 さらに充実をはかっていく 予定であ る。 

5.  1 0 5 の活動内容 
1 0 5 の活動は、 毎日の「相言 炎 Y き動 」と、 交流イベントや 日々の接触を 通 

じての「交流活動」のふた っ が主なものであ る。 2 年目からは、 これに加え 
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て 、 渡日直後の新入留学生の 受け入れに伴 う サポート ( 出迎え、 宿舎案内、 

外国人登録 他 諸手続きの手伝い ) も受け持ってもらっている。 

5 一 1  毎日の相談活動 他 

1 0 5 は学年 暦 にあ かせて、 長期休暇をのぞく 前期、 後期の平日、 月曜日 

から金曜日までの 毎日昼休みを 含む約 3 時間開室 註 7) し 、 学生スタッフが 

来室 者に対応している。 開室時間は学期によって 調整がおこなわれているが、 

現在は、 月曜日 12 時 l(H 分から 2 時、 火曜日、 水曜日、 金曜日は、 11 時から 午 

後 2 時、 木曜日は 12 時 10 分から午後 5 時までであ る。 できれば、 継続して同 

じ時間帯に開室しているのが 望ましいが、 昼休み双後の 時間帯は授業をとっ 

ている学生も 多く、 毎回調整に苦労しているようであ る。 1 0 5 で相談活動 

として想定しているのは、   情報の提供、 生活相談、 事務手続き ( 書類書き等 ) 

の手伝い、 日本語学習の 手伝い、 日本語の会話の 相手、 日本語のチェックな 

どであ る。 また交流活動としては、 おしゃべりの 相手などであ る。 開室時間 

は 両開きのドアを 広く開けておく。 また、 来室 者がリラックスできる 2 3 、 

お茶やコーヒーを 準備し、 部屋も写真や 小物 ( 留学生のおみやげなど ) で飾 

る。 だれがスタッフかわかる 2 6 名札を首からかけておく。 こうした細かい 

点 にも注意を払うようにしている。 

以下に示す表 1 、 表 2 は、 2002 年 5 月から 2004 年前期までの 1 0 5 の利用 

状況を、 来宅 者 記録をもとに 表にしたものであ る。 来室 者の記録は留学生に 

毎回書いてもらっていては 負担にもなり、 また気軽に立ち 寄ってもらうとい 

う趣旨ともあ わないので、 スタッフがあ とで記入するなど 柔軟に対応するこ 

とになっている。 そのため記入忘れもあ り、 厳密な数字は 得られていないが、 

あ る程度の傾向は 読み取れるであ ろう。 まず、 はじめに留学生の 所属 別 の 来 

室 者数を示す表 1 から見る。 

この表に示された 合計の数値を 見ると、 1 0 5 は研究生に最も よく 利用さ 

れていることがわかる。 2004 年度双期以覚では、 どの期においても 数値が高 

い 。 研究生の場合、 日本に来てから 日が浅い学生も 多く、 日本語学習や 情報 

人手においてサポートの 必要度が高いためと 考えられる。 大学院生が研究生 

に次ぐ数値を 示しているが、 留学生全体に 占める大学院生の 割合が現在 5 割 

を 超えていることを 合わせて考えると、 1 0 5 を利用している 大学院生の利 

用率はそれほど 高くないことがわかる。 逆に、 短期留学生、 教員研修生、 日 
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表 1  ] 0 5 の 来室 者数 ( 所属 別 ) 

期間 掌 大 学部研究短期 留 馴瑠 教員 研 日本 ; き下 % 度 舖十 
    内は月 膀乏 三 生 E 生 

学 "         俊ヒ 予備 教 その他 

J0Y  f 固 BU 育 

2002(5-7)@ 51 44@ 75   @   0@ 31@ 220 

2002(10-2) 39 2 r 6 ， 53 2 Ⅰ     10 18 184 

2003(@7) ;;?" ・ 

-1 OV ハ 52 り 7 /22 Ⅱ・ 2 2 26 2 r 6 1o" ノ 1 2 / 

2003(10-1) 38 26 50 21   八八Ⅱ 1 リ   17 179 

20 ㎝ (47) 37 34 14 31   ，， Ⅰ 「・ 2 Ⅰ 2 1 1 141 
合計 

192@ 。 180 24% 90 12@ ・ 37 58@ ， 105@ ， 916 

本語予備教育研修生は 合わせても全体の 1 割に満たないことから 見れば、 彼 

らの 1 0 5 の利用度は高いと 言える。 これらの留学生は 来日後間もない 点、 

留学生セシ タ 一で授業を受けている 点が共通している。 後者の点と、 先の大 

学院生の利用率が 低 い 点とを考えあ わせると、 留学生センタ 一に よ く来てい 

る留学生ほど、 1 0 5 の利用率が高いという 当然の帰結が 見てとれる。 

次に、 利用目的の件数を 示す表 2 を見る。 

表 2  1 0 5 室の来 室 者 ( 利用目的の件数 ) 

2003(10-1) 45 21   g 98 (- /- /35/63) 179 

20 ㎝ (47) 1 1 24 l8 o 1 パ。 45 ￥ 9/4/20) 141 

合計 213 120 36 43@ 512 916 

全期間を通じて 最も多いのは「その 他」の項目であ る。 「その他」の 多く 

は 「交流」と見て よ いであ ろう 0 2004 年後期の「その 他」の内訳を 見ると 半 

数以上が交流を 目的としていることからも、 そのことが類推できる。 スタッ 

フや 他の留学生と 交わり、 楽しく交流を 深めているようだ。 日本人学生との 

交流 ( 特におしゃべり ) を通して、 日本人の考え 方を知ることができるのが、 

1 0 5 の最大の利点だと 言っている留学生もいる。 

「その他」のほかの 項目で一番多いのは、 「日本語会話の 練習」を目的と 
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するものであ る。 1 0 5 の学生は日本語を 話してくれるところがいいという 

留学生もいる。 留学生というと 英語で話さなければいけないという 思い込み 

を持つ人もかなりいるようであ る。 確かに英語での 対 G 、 を望む場合もあ るだ 

ろうが、 むしろ日本語で 話してほしいと 望んでいる場合も 少なくない。 1 0 

5 の学生も活動の 中で留学生が 求めているものが 何かを知るようになったの 

ではないだろうか。 会話練習の相手がほしいという 要望は、 以前から留学生 

の 側から出ていたことであ る。 留学生センターが 提供している 日本語の授業 

を補完する、 こうした側面も、 1 0 5 が果たしているひとっの 役割としてあ 

げることができるであ ろう。 

学生との会話の 利点として、 「ですます体」ではない、 普通体の会話が 勉 

強できると指摘する 留学生もいる。 日本語の授業では「ですます 体」の日本 

語 が基本となっているため、 教室内の日本語と 教室の外で触れる 普通体の日 

本語の違いに 戸惑う留学生もいる。 日本語教育の 観点から言えば、 最も利用 

度の高い「ですます 体」を身につけることが 基本であ るが、 留学生が学生同 

土 のおしゃべりを 理解し、 その輪に人りたいという 気持ちを持つのも 当然の 

ことであ ろう。 

2 番目に数値の 高い項目は日本語を 含む「勉強の 手助け」であ る。 日本語 

の表現についての 質問 や、 レポートの添削、 読解の手助けなどを 行っている。 

これらの対応、 には時間をとられることもあ り、 学生スタッフもどこまで 手伝 

ぅ かについて線引きをする 必要を感じる 場合もあ る よう であ る。 留学生への 

支援は、 あ くまで留学生が 自立して日本での 生活を営んでいける よ うに手伝 

うことであ り、 留学生の過度な 要求にまでは 応える必要はないと 考え、 指導 

している。 

「生活に関する 相談」については、 携帯電話の購入についての 質問など、 
。 " 。 立 学生が得意とする 情報が提供できる 場合もあ るが、 調べなければ 答えられな 

いような相談を 受ける場合もあ る。 学生のスタッフにも、 留学生に関わる 状 

況をよく理解し、 その上で必要な 情報が提供できるようにスダッフとしての 

スキルをみがいてほしいと 考えている。 学生の中には、 難しい相談にも 熱意 

を持って対応、 し 、 期待以上の対応をしてくれる 者もいるが、 1 0 5 全体とし 

ての対応を向上させるため、 情報の蓄積にも 努めてほしい。 学生で応、 じきれ 

な い 相談については、 生活指導部門の 教員や専門の ヵゥ ンセラー、 住宅関係 

のアドバイザⅠ各部局の 留学生担当の 教員等へ回す 23 に指導している。 
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件数としては 減るが、 「手続きの手伝い」も 留学生のニーズとしては、 確実 

に存在している 項目であ る。 1 0 5 に期待することとして、 これを真っ先にあ 

げる留学生もいる。 学内の事務手続きの 書類の記入をはじめ、 役所から来た 書 

類の読み取りなど、 本人だけでは 処理できない 手続きの手伝いを 行う。 専門の 

勉強が忙しく、 留学生センターから 遠ざかってしまった 留学生が、 ひょっこ 

り書類書きの 手伝いを頼みに 1 0 5 を訪れたのを 見かけることもあ った。 

最後に来 室 者数全体を見ると、 必ずしも利用者数は 増えてはいない。 これ 

については、 昨年度の集計を 担当した学生スタッフによれば、 実際は 2 倍 か 

3 倍の留学生が 来ているが、 スタッフに挨拶するだけで 帰ってしまう 来室 者 

や、 教室の場所の 確認など一言で 解決してしまう 来室 者については、 特に記 

録していないものも 多いようだとのことであ る。 部屋のにぎわいから 見ると 

利用者は増えているような 印象であ るが、 記録自体が確実なものではないの 

で、 きちんと 上ヒ校 することはできない。 ただ、 留学生のニーズに 応えられて 

いるのか、 利用しやすい 部屋となっているのかなどについては、 常に念頭に 

おいて学生スタッフに 活動してほしいと 考えている。 

5 一 2  1 0 5 の交流イベントの 開催について 

毎日の相談・ 交流活動の他に、 学期に数回、 交流行事が企画実施されてき 

た。 1 0 5 がこれまでに 行った交流イベントを 表 3 (pp.82-83) にまとめて 

みた。 交流イベントは 留学生だけでなく、 日本人学生にも 参加を呼びかけ、 

交流の輪を広げることを 意図している。 イベントをきっかけに 知り合った人 

たちを通じて、 留学生が日本でのネットワークを 広げることにつながる。 

1 0 5 の存在を知ってもらうきっかけにもなる。 行事の企画、 実施にあ たっ 

ては、 先輩格のスタッフと 新人のスタッフが 協力して行い、 これまでの イベ 

ント開催の経験を 生かしつつ、 また新たな視点を 取り入れて行事が 実現され 

る 2 6 に取り組んで い る よう であ る。 1 0 5 が立ち上がった 当初は教員が 、 

口も出し、 手も出したが、 間もなく、 ほとんどのイベントにおいて 学生にま 

かせるようになった。 

1 0 5 がこれまで行ったイベントを 概観してみると、 交流イベントも 少し 

ずつ進化していることがわかる。 

1 年目には、 まず顔を合わせるパーティー 、 つづいて共に 目標に向かって 

取り組むゲーム 大会やスポーツ 大会を行った。 8 月のバーベキュ 一では、 イ 
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スラム教の留学生にも 配慮して、 ハラールミート ( イスラム教の 所定の手続 

きによって処理された 肉で、 イスラム教徒も 食べることができる ) を購入し 

た。 後期には、 昼休みという 短い時間を利用して、 1 0 5 で炊いた炊き 立て 

のご飯を参加者が 自分で握る「おにぎりパーティー」を 行った。 また、 茶道 

部の協力を得て、 日本文化を体験するお 茶会も実施した。 

2 年目からは、 1 年目の交流イベントにプラスして、 新人留学生を 対象に 

キャンパスツアーを 実施した。 イベントを行う 手際もよくなった。 

3 年目には、 「アステージ」 註 8) と名付けられた 行事を数回行っている。 

「アステージ」では、 留学生による 自国の紹介と 参加者とのディスカッショ 

ンを行う。 直接その国の 人を通してその 文化について 知ることで、 他の文化 

に対する興味や 理解もいっそう 深まるものと 思われる。 この企画は留学生 ス 

タッフが中心となって 実現してくれたものであ る。 夏休みには、 留学生と日 

本人学生との 交流合宿も実現することができた。 合宿では、 教員のレクチャ 
    コミュニケーションゲー ム 、 グループディスカッション、 キャンプファ 

イヤー、 花火、 さらには夜を 徹してのおしゃべりなどで 互いの理解を 深める 

ことができたと 思われる。 これらのイベントの 中には、 当初からアイディア 

は出ていたもののすぐには 実現できなかったものもあ る。 時を経て 1 0 5 と 

してイベント 開催の経験を 積み、 また力をつけた 人材を得て、 実現が可能と 

なったよ う に感じる。 

5 一 3  渡 日直後の新入留学生の 受け入れ 

2003 年度から 4 月と 1 0 月に来日する 留学生センタ 一所属の日本語予備教 

育研修生およびその 他の大使館推薦の 留学生の受け 入れのサポートを 引き受 

けてもらっている。 渡口留学生の 出迎え、 宿舎への案内、 外国人登録等の 事 

務手続き、 健康診断などの 手助けをしてもらう。 特に留学生センタ 一所属の 

予備教育研修生は、 渡日時に日本語が 全く話せない 学生も多く生活を 始める 

上での手助けが 欠かせないにもかかわらず、 制度上チューターをつけること 

ができない。 他のプロバラムの 学生にたいする 出迎えであ ればチューター 謝 

金 が出るだけに、 ボランティアのサポートを 頼むのに 跨曙 があ ったが、 1 0 5 

の学生の側から 申し出があ り、 まかせることとなった ( 注 9) 。 留学生にとっ 

ては、 渡日時のサポートは 心強く思われ、 印象も深 い 23 であ る。 その後の 

1 0 5 でのサポートにもっなげていけるという 利 ，点もあ る。 
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表 3  交流イベントのリスト 

2002.2@ * 

2002.6@ * 

2002.8@ * 

200210 一 12 

夫 

2002 ュ 1  * 

2002. Ⅱ ナ 

2002.12 

2002.1  % 

2002 年度 夫 
土日不定 輯 

2003.4@ * 

2003.4 % 

2003.5 

@003.7 
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フットサル㏄ 牽勺 @ ・ ソ カー ) 

受ォ 入れ 

キャンパスツアー 

友 嚢を作ろうバーディー 
スポーツデイ 

ユ " 一 

更 ナ 入れ 

キャンパスツアー 

105 % アニパーサリーパ - ティー 

おにぎリバーティー 

妊 "" 
捌 "" 
留学生センター L05 

一 
一 
留学生センター 106 号 

4@     辞魏 
餅 :  留学生センター 

IO5 一 
W4@WI 

賎 。 を 趨 
留学生センター 306 

  
擢 """;" 
T)?F*3@W 

妓 。 " 趨 一 
留学生センター 306 

留学生センター 105 104 

約 40 人 

約 ㏄ 人 ハ テールミートも 購入 

毎回約 20  炊き立てご飯を 自分で 
人 握る 

約 40 人 近隣小学校から 用具を 
借りる 

約 20 人 

約 30 人 

約 20 人 茶道部の協力 
約 30 人 き機 

有志が参 

加 

竣 " 牲 " 、 0A 
養方 林 タッフ 時印す 10 り八 ㌧ 

約 20 人   
約
 
人
 
日
 
4
0
 

約 20 人 籠 """" 
約 60 人 ノ、 ラ ー } レミートも購入 

""""'" 
豹玖 タッフ 2-3 人 

約 30 人 " ""' 。 。 '" 。 

約 20 人 近隣小学校から 用具を 
借りる 

約 30 人 

毎回約 20  炊きたてご飯を 自分で 
-30 人 握る 
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表 3  交流イベ ，ノト のリスト 

ステージ ( ブルガリア ) @@.-fc>-@-306 

セ タバーティー 田本の遊㎝ 

ステージ ( キルギス )  と if@-fe@-soe 

6.        に求められる 支援 
6 一 1  留学生が ] 0 5 に期待すること 

次に留学生へのアンケート 結果から、 留学生が 1 0 5 にどんなことを 期 Ⅱ 寺 

しているかをみてみたい。 2003 年度後期末に 1 0 5 スタッフが留学生に 対し 

て行ったアンケートの 中で、 「 1 0 5 に求めるもの」として 回答された項目 

は、 回答数の多いものから「勉強の 手伝い 19 」、 「日本人紹介 16 」、 「 情 まほ ま是供 

15 」、 「日本語会話 11 」、 「イベント 8 」、 「相談相手 8 」の順であ った ( 数字は回 

答数 ) 。 先の 1 0 5 の利用目的記録の 集計結果と比べると、 「日本語会話」の 

ニーズが少なくなっている 点が少し異なるが、 勉強を手伝ってほしいという 

留学生が多い 点では共通している。 

また、 1 0 5 への要望としては、 以下のようなものがあ った。 「広い スペ 

一ス で 多くの人と知り 合いたい」、 「スポーツがしたい」、 「開室時間を 長くし 

てほしい」、 「日本人との 交流や会話の 機会がもっとほしい」、 「スポーツイベ 

ントを開催してほしい」、 「時間覚も交流したい」、 「サークル情報がもっと は 

しい」、 「カラオケ大会を 開いてほしい」。 これらの要望に 共通しているのは、 

一 83 一 



手段は異なるが、 留学生がほかの 人との交流の 機会を求めているという 点で 

はないかと思 う 。 

以前はよく 1 0 5 を訪れていたが、 最近見かけなくなった 留学生数人 ( 全 

員 日本語予備教育の 研修生 ) に 1 0 5 についていくつかの 質問を行った。 

1 0 5 の利用目的については、 「会話の練習」、 「日本人学生との 会話から 日 

本人の考え方を 知るため」、 「手続きの手伝い」、 「書類書きの 手伝い」、 「日本 

語の手助け」をあ げていた。 最近 1 0 5 を利用していない 理由を尋ねたとこ 

ろ 、 全員が「専門の 研究が忙しくて 来られない」という 回答であ った。 「 以 

前 1 0 5 で得られたサポートが、 現在研究室など 身近なところで 得られるか」 

を尋ねたところ、 「周りにも助けてくれる 人がい ろ 」という回答 や 、 「手伝っ 

てもらわなくてもなんとかできる よ うになった」という 回答があ った。 また、 

「来日してまだ 日本の生活に 慣れていない 時期に 1 0 5 は特に役に立った」 

という点が共通のコメントとして 聞かれた。 この他、 1 0 5 を訪れなくても、 

1 0 5 で出会った学生との 友人としてのつきあ いが続いているという 話を聞 

くこともできた。 学生スタッフから、 既に本学を去った 留学生とも交流が 継 

続されていることを 聞くこともあ る。 1 0 5 での出会いが 普通の友人として 

の 交流に発展して い くことは最も 期待したりことでもあ る。 

6 一 2  1 0 5 学生スタッフは 自分たちの活動をどう 見ているか 
2003 年度後期のスタートアップ・ミーティンバの 資料によると、 活動を振 

り返ってみて 良かった点として、 「イベントをうまく 実施できたこと」、 「イ 

ベントの企画と 実施に関わり 達成感をもてたこと」、 「留学生がスタッフ とし 

て 加わったこと」、 「下級生がうまく 育っていること」などがあ げられている。 

一方反省点として、 「相談業務をもっと 充実させるために 準備 ( 情報収集な 

ど ) が 必要であ る」、 「昼休みは人が 多すぎて、 留学生が入りにくい 雰囲気に 

なっている」、 「 1 0 5 に売りがないが、 留学生のニーズを 考えて、 それに応 

える部屋を目指したい」、 「チーム分けされたが、 役割分担がうまくいかなか 

った 」、 「仕事分担をもっとして、 各自が「私が 1 0 5 を担う」くらいの 認識 

を持って積極 由 りに取り組めたらいい」、 「部屋の掃除・ 整理整頓をもっと 心が 

けよう」などがあ がっている。 また、 そのほか 1 0 5 室について、 「スタッ 

フと 留学生もそれぞれが 楽しめる部屋にしていきたい」、 「留学生のためのボ 

ランティアというと 一方的で気負ってしまうから、 違う文化を持った 人たち 
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と 話せるところぐらいに 考えたい」などの 意見があ った。 

イベントの開催については、 下級生を巻き 込みうまく実施できるようにな 

った時期で、 肯定的な意見が 多かったが、 相談活動等については、 不十分で 

あ ったという認識があ る。 仕事の役割分担がうまくいかななかったことも 反 

省点として出ている。 留学生のニーズに 応えようとする 気持ちを持つスタッ 

フが多い点は 心強く感ずる。   

ここで出ている 反省 煮に ついては、 これ以降、 現在でも学生から 同じよう 

な指摘を聞く。 相談活動に関するものが 知識や経験として 引き継がれるのが 

難しいからかもしれない。 しかしながら 最近では、 相談や質問にその 場その 

場で応ずるだけでなく、 これまでの活動から 得られた情報をきちんと 蓄積し 

整理し、 必要に応じて 発信しようという 動きもでてきている。 たとえば先日、 

携帯電話の購入に 関しての情報をまとめたものが 作成されている。 ここには 

悪質メールへの 対応などについても 触れられている。 今後もこうした 動きが 

推進され、 引き継がれていくことを 期待している。 

1 0 5 の活動の中で、 支援する側の 日本人スタッフや 留学生スタッフがこ 

の活動と通じてどのような 変容を遂げているかについては、 まだきちんと 把 

握 できていないが、 3 年ほど前には、 まだたよりなさそうだった 新人生もい 

つの間にか、 下級生を導く 存在に成長している。 2004 年度の合宿では、 上級 

生だけでなく 1 年生の多くが、 1 0 5 が留学生に対して 何をできるかについ 

て 真剣に考え、 話し合っていた 姿を頼もしく 思った。 

7. まとめと今後の 課題 
本稿では、 1 0 5 のこれまでの 活動を、 活動内容や運営状況等を 整理した 

上で分析し、 考察した。 留学生の 1 0 5 の利用状況からは、 来日してからの 

期間が短 い 研究生や短期プロバラムの 学生、 教員研修生、 日本語予備教育研 

修生に よ く利用されていることが 確認できた。 これらの留学生の 多くは留学 

生センタ一の 日本語の授業を 受講しており、 授業の後や授業の 合間に 1 0 5 

を 訪れるケースが 多いと考えられる。 1 0 5 の利用目的を 見ると、 日本語会 

話の練習や勉強の 手助け、 手続きの手伝いなど 日本語の使用に 関わるもの、 

また日本人学生との 交流を目的とするものが 多い。 来日間もない 時期には、 

学内でのネットワークも 十分ではなく、 日本語学習と 同時に交流への 関心も、 

その必要性も 高いことが伺える。 一方、 留学生も大学院に 入学し専門の 研究 
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が， 忙しくなると、 センタ一の日本語の 授業から遠のくと 同時に 1 0 5 の利用 

も減る傾向が 見られる。 この時期には、 学内でのネットワークも 広がり、 日 

本 での生活に必要な 日本語もあ る程度習得し、 まわりのサポートに 以前ほど 

頼らずに、 自分で問題が 解決できる 26 になると考えられる。 

これらのことを 考えると、 留学生センタ 一に設置されている 1 0 5 には、 

留学の初期に、 日本での生活の 自立に向けての 支援を行 う という役割が 特に 

大きいということができるだろう 。 しかし、 同時に、 留学生が 1 0 5 から 遠 

ざかったのちも、 個人的な交流の 継続があ ることは、 1 0 5 が出会いの場 と 

しても意味を 持つことを示す 点といえる。 

交流イベントについては、 今年度から始まった「アステージ」のような 文 

化交流的なイベントにおいては、 留学初期の学生だけでなく、 より広い範囲 

の 留学生を巻き 込んでいける 可能，性もあ り、 今後の発展と 充実を期待したい。 

運営上の課題としては、 学生スタッフを 育成していくこと、 これまで 1 0 

5 で蓄積してきたものが 活用できるよう、 資料等をきちんと 整理していくこ 

と 、 留学生に必要な 情報を提供できるように ，情報の整理と 蓄積を継続して 行 

うこと、 学生スタッフのスキルアップをはかることなどがあ る。 これらの 課 

題は ついては学生スタッフも 認識しており、 すでに取り組みも 試みられてい 

る。 教員側としては、 彼らの試みがうまく 進むよう支援していきたいと   思う。 

また、 学生スタッフには、 留学生支援に 関わる様々なアイディアを 留学生と 

いっしょになって 考え、 試してほしいと 思 う 。 

1 0 5 の活動が常に 安定した状態で 継続されて い くとは 限， らないであ ろう 

が、 1 0 5 が留学生にとっても 日本人学生にとっても 相互理解を深め、 成長 

していくひとつの 場として機能することを 願い、 今後も指導・ 支援をつづけ 

ていきたい。 

Ⅴ 王 

  

(2) 

  1 0 5 」の学生スタッフは 日本人学生が 大多数だが、 一部、 留学生 

の スタッフもいる。 留学生の観点か も のアイディアや 発想、 を提供して 

くれる、 心強い存在であ る。 

以下、 主に「 1 0 5 室において行われている 交流・十日 談 体制」という 
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意味で、 「 1 0 5 」と表現する。 「 1 0 5 」は留学生センタ 一の一室で 

あ るとともに、 学生スタッフ、 ボランティア 学生、 教員が一体となっ 

た「留学生支援体制」をさしている。 

  3) 1 0 5 の活動に比較的近い 事例としては、 一橋大学とお 茶の水女子大 
学 で、 大学院生がチューターとして 一室に交代で 毎日待機し、 来談者 

の相談に応じている ( 一橋大学については 井村倫子 (2004) 、 お茶の水 

女子大学については 加賀美 常 美化 (2003) 参照 ) 。 ただし、 少数の大学 

院生スタッフが 対応している 点、 気軽なおしゃべりを 含む「交流」の 

要素が少ないように 思われる点が、 1 0 5 とは異なる。 気軽なおしゃ 

べりを含む「交流」を 中心とする活動としては、 長崎大学や広島大学 

での「会話パートナー」、 名古屋大学での「パートナーシップ」の 取 @ ヮ 

組みが見られる ( 門倉正美 (2000) で、 その意味についてふれた ) 。 

「交流コーディネ 一 、 ンョン 」という観点からみた、 日本人学生と 留学生 

の交流のあ り方一般 は ついては、 例えば『留学交流』 ( ぎょうせい 刊、 

2003 年 8 月号 ) の特集が参考になる。 

(4) 2002 年度までの活動の 自己点検の一環として、 1 0 5 の活動について 

も 報告している ( 横浜国立大学留学生センター (2004) 、 pp.127-129, 

pp.135-136 参照 ) 。 2003 年秋に行われた 外部評価・学内評価では、 1 0 5 

の活動に対する 評価はおおむね 高いものだった ( 同上、 pp.160-170 ， 

pp.175-178 参照 ) 。 最近刊行された、 留学生アドバイジンバについての 

本格的な概説 菩 であ る、 横田雅腔・白土 悟 (2004) 『留学生アドバイジ 

ング』は、 留学生と日本人学生や 地域住民との 交流を促進する、 「キャ 

ンパスにおける 交流コーディネーション」について、 「残俳なことに 交 

流を促進することは 重要な教育活動と 考えられておらず、 交流コーデ   

ィ ネーションは 留学生担当者の「業務」になっていない」 (pp.222-223) 

と 述べている。 たしかに一般的にはそうした 傾向が見られるが、 一方 

では、 「センターは「 1 0 5 」のような大学にとって 重要な活動も 展開 

していることを 一層周知する 必要があ ろう」 ( 横浜国立大学留学生セン 

タ一 (2004) 、 P.167) という見解もあ ることを、 「交流コーディネーシ 

コ ン」に携わる 者として、 励ましと受け 止めたい。 

(5) このワーキンググループの 検討結果は、 「留学生支援体制検討ワーキン 
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ググループ最終報告」 (2002 年 2 月 5 日 ) にまとめられている。 また、 こ 

のワーキンググループで 留学生支援体制について 議論したメンバー 

( 主に、 各部局の留学生担当教員、 保健管理センタ 一の ヵ ウンセリング 

教員と留学生センター 教員 ) が中心となって、 ワーキンググループ 解 

散後も留学生支援に 関する情報と 意見を交換する「連絡会議」を 月 1 

回行うようになり、 2002 年 1(@ 月からは、 「留学生支援方策検討専門小委 

貝金」として、 国際交流委員会の 下部委員会と 位置づけられ、 活動を 

続けている。 

(6) 横浜国立大学留学生センタ 一においては、 1995 年度から、 教養教育科 

目の クラス「異文化間コミュニケーション 論」において 留学生と日本 

人学生の交流を 実践してきている。 このクラスについては、 門倉正美 

(1996) を参照。 

(7) 1 0 5 の閉室時間については、 スタッフの都合がつけば、 来室 者に対 

応、 して延長する 日も多い。 

(8) 「アステージ」には、 名づけた学生によると、 「 l.Astage 2.earnhon 市 e 

stage  3.uson  the  stage  4.us 十 提示」という 4  つの意味がかけられて ぃ 

る 。 留学生が自分の 国や地域について 話す ( 提示する ) 場を一つの 

stage ( 舞台 ) とみる。 Earth は世界中の国や 地域をすべて 含むという 意 

味 であ る。 また、 その国の人だけが 話すのではなく、 参加者もいっし 

よ に話ながら進めていくことから、 us ( 私達 ) の意味も入っている。 

(9) 2002 年 10 月、 神戸大学の国際交流バループ「トラス」の 学生が本学の 

留学生センターを 訪れ、 トラスの活動についての 話をしてくれた。 こ 

のとき、 トラスの主な 活動のひとっに 渡日直後の留学生の 受け入れが 

あ ることが紹介された。 そして、 受け入れに関わるやりがいや 苦労な 

どを聞いた学生が、 1 0 5 でも受け入れをしたりと 申し出てくれるこ 

とになった。 他大学の国際交流団体との 交流は学生にとって 大きな刺 

激となる。 2004 年 3 月には、 学生スタッフ 3 名が、 アトラス ( 学生の国 

隣交流団体経験者が 集まって作った 組織、 神戸大学のトラスの 学生は 

メンバ一のひとりであ る ) 主催の研修会 ( 「国際交流を 実践する学生の 

ための研修会」 於 : 淡路島・淡路青年の 家 ) にも参加した。 その研修 

を 通して、 学生が受けとめたものは 大きく、 その後の 1 0 5 の活動に 
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おいてもさらに 積極的な姿勢が 見られるようになった。 
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